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技術資料検索システム

一日立製作所情報システム開発本部でのHITFILEの応用システム一
丁echnicalDocument RetrievalSystem

-4pp■icationsofOptica■DiskFileSystematthelnformationSYStemSDevelopment･Hitachi,Ltd･-

H立製作所情報システム開発本部では,システムエンジニアリング業務の岩

的な拡大と質的な向上に対応するために,各種の効率向上施策を推進してきた｡

しかし,最近ではニーズの多様化と技術革新の激化に対応するため,システム

建設作業の機械化だけでなく,システムエンジニアに対する情報活用力をより

いっそう強化するための技術資料検索システムの構築が急務となった｡このよ

うな背景から,システムエンジニアが必要とする社内外の技術情報をタイムリ

ーに検索し,提供できるシステムの導入を計画した｡,

本システムは,ホストコンピュータによるオンライン検索システムと光ディ

スクファイリングシステムHITFILE650Eを接続し,オンラインで検索した資料

題目をもとに,HITFILE650Eのファクシミリ出力機能を利用することによって,

遠隔地の分散職場に対する資料提供も可能となった｡このシステムの適用によ

って,技術情報の一元管理とタイムリーな有効活用が図れた｡

n 緒 言

近年,ハードウェア技術の進歩とともに,これを有効に柄

川するためのソフトウェアに対する需要も急速に拡大し,高

度情報化社会に向けて著しく進歩してきた｡これに付いシス

テムエンジニアリング事業も急速に発展してきた｡日立製作

所情報システム開発本部では,これに対応するために平成元

年6月,日立製作所コンピュータ事業のSIS(StrategicInfor-

mationSystem:戦略情報システム)の開発拠点として,神奈

川県川崎市に｢HSP(日立システムプラザ)新川崎+を設置し,

システムエンジニアリング部門をここに集結させた｡この移

転を契機として,｢より良い環境で,よF)良い仕事を,効率良

く+を目標に｢人+,｢設備+,｢情報+を三位一体のシステム

とするインテリジェントオフィスの構築を計画した｡特に近

年でのコンピュータやネットワーク技術の変化,利用者ニー

ズの多様化などに対応してい〈ためには,システムエンジニ

アに対する情報活用力の強化が急務であることから,･次の‾方

針で技術資料検索システムの構築に着二千した(表1)｡

(1)社内外技術情報の一元化

(2)技術資料の再利用

(3)技術資料の電子化

岡 英毅* 仇dgん=)カ〟

入倉啓二* 〝gむ7′γ方々"m

表l技術資料検索システムの対象資料 ホストコンピュータによ

るインデックス検索は46種,HITFILE検索は22種の資料が検索対象となっ

ている｡

項番 資料分筆頁
インデックス

検索

HITFILE

検索
備 考

l 製品仕様情報 13種類 10種矩

Z 技術伝達情報 10種顆 8種頬

3 報告書顆 3種類

4 教育テキスト頼 3種規

5 事故･不良事例 2種頬

6 ソフト治工具 5種類 3種類

7 図書･雑誌顆 9種類 雑誌約100種頼

8 新聞情報 1種類 l種矩 新聞記事10誌

9 合 計 46種頬 22種類

(4)ペーパーレス化

技術資料検索システムは,ホストコンピュータによるオン

ライン検索システムと,HITFILE650Eによる画像情報検索シ

ステムとで構成される｡本論文では,この二つのシステムを

結合した技術資料検索システムについて述べる｡

*

し1立製作所情報システム開党本部
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8 システムの特徴

日立製作所情報システム開発本部の技術資料検索システム

は,以下のねらいを目的に開発したものである｡

(1)システムのねらい

(a)共有資料の集中管理による資料人手の効率化

(b)資料提供の即時性実現

(C)ペーパーレス化の実現

(d)システムエンジニア業務の徹底的機械化

(e)モデルシステムの実現

(2)システムの特徴

(a)ホストコンピュータ〔M-680H VOS3/ESl(Virtual-

StOrageOperatingSystem 3/ExtendedSystemProduct

l)〕のORION(OnlineRetrieverofInformation)データベ

ースを使ったオンライン検索システムによるインデックス

(資料概要)検索と,HITFILEによる原資料の耐象情報検索

の連動による技術資料検索の自動化

(b)遠隔地の分散職場へのHITFILEと連動したファクシミ

リ自動配信機能(オンライン検索システムからの指示による｡)

HSP(日立システムプラザ)

新川崎

HITFlJE650E

l
検索ステーション

川TFlJE

LAN

ファイルステーション

(原資料格納)

盛 一ち

∈≡≡≡≡彗
(文書検索)

(c)各部門での個別資料のHITFILEへの蓄積と検索

(3)システムの概念図

システムの概念図を図1に示す｡

田 機 能

本システムは,システムエンジニアが使う資料のうち46種

類についてオンライン検索でき,さらにそのうち22種類につ

いて,HITFILEの原資料の画像情報を検索できる｡

3.1インデックス検索システム

ホストコンピュータを使ったインデックス検索システムは,

6種類のデータベースから構成されており,検索の対象とな

る資料は表1に示すとおりである｡本システムでは,オンラ

インのインデックス検索から原資料を提供する機能として下

記の4機能があり,うちHITFILEを利用しているのは(3),(4)

の二つである｡

(1)資料の提供依頼機能(提供は人手を介して行う｡)

インデックス検索システムで目的の資料が比つかったとき,

端末から資料の複写依頼ができ,複写後人手によって郵便で

送付する機能である｡

分散職場･常駐先

2050

1

(情報検索システム)

技術資料検索

事故事例検索

プログラム情報検索

図書情報検索

新聞情報検索

Q&A情報

ホストコンピュータ

索引データベース

(資料概要)

‾

l

閻
≧⇒≡酢

(索引検索)

FAX

2050

検索結果

閻
…≧i≡酔

(文書検索)

注:略語説明 FAX(ファクシミリ)

図lシステムの概念図 ホストコンピュータのデータベースを検索しながら,=什F■LEへの画像表示および遠隔地からの要刺二対して,FAXへの

配信ができる｡
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(2)システムOAのホストキャビネット接続機能

インデックス検索システムで目的の資料が見つかったとき,

システムOAのホストキャビネット中の原資料を∩動的にアク

セスする機能である｡

(3)HITFILEへの画像表示機能

インデックス検索システムで目的の資料が見つかったとき,

HITFILE匝i由に原資料を自動的に表示する機能である｡

(4)遠隔地へのファクシミリ配信機能

インデックス検索システムで目的の資料が見つかったとき,

端末から手ノ亡のファクシミリに原資料を出力指示ができる機能

である｡

上記の(3)について,新聞記事検索の例を図2に示す｡

3.2 システム構成

HSP新川崎でのHITFILE65()E拡張ファイルシステムのシス

テム構成を図3にホす｡HSP新川崎に枝術情報を統合的に管

理する技術情報センタがあり,ここに設置しているファイル

ステーションには共通資料を発録している｡また,各フロア

のワークステーションには各部の個別資料を登録,検索でき

るよう5インチドライブ付きのワークステーションを配置し

ている｡また,各フロアのワークステーションおよび検索ス

テーションはホストコンピュータと接続されている｡

(1)HITFILE楕成

(a)ファイルステーション

技術情報センタに4台設置し,共通資料を登録している｡

外観を図4にホす｡

ドライブ数:14ドライブ

12インチ光ディスクライブラリ装置(32杖格納):1台

(2)検索ステーション

ホストコンピュータのデータベースの検索

技術資料検索システム 397

技術情報センタに2台設置しており,1台は遠隔地川に▼ノ

ァクンミリ制御装置を付加している｡

(3)ワークステーション

各フロアに22台設置している｡外観を図5にホす｡

5インチドライブ付きで,個別資料の管理とファイルステ

ーションの共通資料の検索が吋能である｡

(4)ソフトウェア構成

ソフトウェア構成を図6に示す(つ

(a)ホスト側

(i)検索用データベース

ORIONを利川

(ii)HITFILE検索川

IiITFILE/IM2(HITFILEIndex Manager2)を使

って光ディスクの画像インデックスを管理

(iii)ユーザー作成検索プログラム

ORIONおよびHITFILE/IM2のユーザーオウンコーデ

ィング機能を使い,エンドユーザーにとって使いやすく

なるよう両面インタフェース,データベースインタフェ

ースを考慮したプログラム

(b)HITFILE側

HITFILE側インデックス管理プログラム

FILEMATE/IM(FILEMATEIndexManager)ホスト

側のHITFILE/ⅠルⅠ2とのペアで使われる画像インデックス

管理プログラム

凸 システムの運用

4.1データの流れ

本システムのデータ運用形態を図7に示す｡社内の公式資

HlTFlJE画像情報検索

放浪8意ダニl

怒▼ a故≠市 郎_11判Lこ廿 如_ し:ポ工丑 l)_ 飯泣

(a)検索指示画面

図2 新聞記事検索の画面遷移例

甘
し

人妻【L‾′≧砿粍首dl占ぃ;バご

･_l星

(b)検索結果画面

安 ∴ゝ良二

罫.正喜:

‖
ト
止
が
‖
n
O
を
り
鎖
櫛

(c)HITFルE画像表示

新聞記事のタイトル情報を検索し,その中から目的の新聞記事をH汀F】LE画面に表示する｡
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5インチワークステーション

]弓

汀ナノ
1-■

＼､>

フ

､､‾ぅ

＼
/

しフ
＼

フ

HITF】LEJAN

各フロア

コンピュータセンタ

HITAC M-680

[崩巨鞄
TCE

ホスト

接続用回線
12インチ
ワークステーション

くこぞ 〆

∧L⊥ノ観+

技術情報センタ

12インチファイルステーション

瑠
璃
瑠
二

光ディスク
駆動装置

光ディスク
駆動装置

光ディスク
駆動装置

隔
m
)

12インチ光ディスク
ライブラリ装置
光ディスク

32枚格納

リモート検索
ステーション

12インチ

ファイルステーション

5インチ

ワークステーション

＼

注:略語説明 TCE(TerminalControIEquipment)

図3 HSP新川崎でのHITFlJE拡張ファイルシステムのシステム構成 技術情報センタにフ

ァイルステーションを4台,検索ステーションを2台,および各フロアにワークステーションを22
台設置している｡

野村事巧r

図4 ファイルステーションの外観 4台の12インチファイルステ 図5 ワークステーションの外観 オフィスに配置されたH什F‖_E650E

-ションではほ台の駆動装置が稼動する｡うちl台に12インチ光デイス を示す｡技術情報センタのH什FILEとLANで結ばれている｡

クライブラリ装置が接続されている｡
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技術資料検索システム 399

利用 者 ホ スト コ ン ピ ュ
ー タ セ ン タ

遠隔地

四

l

l

l

-1

1

1

1

1

】

l

VOS3/ESl

ECS/VTAM

ホストデータベース

F A X

†▼
】 ‾ ‾ ▼

】 ‾ ‾ ▼ ‾

｢

: HSP新川崎 :
】-

- 一 一一
一

-‾‾‾1

こ H■TFルE検索:l

□

FlしEMATE/lM

ORK)N

(オンライン情報検索プログラム)

ユーザー作成検索プログラム

凸[
H汀FルE/州2

(インデックス管理プログラム)

+AN

製 品 情 報

新 聞 情 報

プログラム情報ほかの

インデックス情報

46種類

HITFILE

ファイルステーション

画像情報

022闘

注‥略語説明 VOS3/ESl(VirtuaトstorageOpeやgSystem3/ExtendedSystemP｢oductl)
ECS/VTAM(ExtendedComm=川Cat!0=System/VirtualTelecommu=icationAccessMethod)
OR10N(0∩仙eRetrieveroflnbrmat10n)

図6 ソフトウェア構成図 OR10Nを使った情報検索横能とH】TFILEハM2を使った画像表示,FAX配信機能を･

ユーザー作成検索プログラムで制御している｡

科およびシステムエンジニアが作成した共通資料を技術資料

発鈷活用制度によって収集し,内容審査を経て2種類のデー

タベース(インデックスデータベースと画イ象データベース)を

作成する｡情報の収集,審奄,人ノJ,データベース管理の一

連の作業はすべて技術情報センタが担当し,データベース管

理者としてデータの精度向上およびデータ登錨サイクルの短

縮に努めている｡現在はデータが発生してから遅くとも1週

間以内にはデータが登錨できるように,データ登録専任体制

を敷いている｡

4.2 光ディスク媒体の配置

現在,光ディスクに登録してある情報は22種類で,光ディ

スク枚数にして33枚あー),次の考え方で配置している｡

光ディスクの校数が33校と多く,すべての光ディスク媒体

が基本ドライブおよび増設ドライブに配置できないため,光

ディスクライブラリ装置(光ディスク32枚を格納でき,アクセ

スがあったときに,自動的に二つあるドライブに装てんされ

る｡)を使っているが,光ディスクライブラリ装置は,光ディ

スクの掛け香え(装てん)時間があるため,レスポンスとして

は悪くなる｡したがって,アクセス頻度の高いものを基本ド

ライブおよび増設ドライブに配置する方式としている｡

(1)基本ドライブ･増設ドライブ(12ドライブ)

比較的利用頻度の高いデータを格納し,片面だけ使用して

いる(12枚)｡

(2)光ディスクライブラリ装置(2ドライブ)

比較的,利用頻度の低いデータを格納し,両面を使用して

いる(21枚)｡
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関連事業所

社内公式資料

●製品仕様情報

●技術伝達情報など

各システム部門

共通資料

SE共通利用資料

●ノウハウ,ベターユース

●システム建設事例など

個別賛料

部門内利用資料

●議事録

●業務報告書など

0
｢技術資料登録活用制度+

による資料収集と審査

0
ホストデータベースヘの

インデックスデータ登録票
起票

インデックスデータベース登錦

0

インデックス

テ一夕ベース

図7 データの運用形態図

技術情報センタ

0
HITFlJE入力

0HITFルE

O

各部の判断によってHITFIL巨人力

◇
HlTFルE

O

各部門

社内共有資料は技術資料登毒責活用制度によって収集し,

個別資料は各部の判断でデータ登毒桑している｡

8 今後の課題

本システムは,平成元年6月の｢HSP新川崎+移転に合わ

せて開発したもので,約1年半経過したところである｡利用

者の声はおおむね良好であるが,操作性の改善などの指摘が

ある｡今後はこの点の改善はもちろん下記に示す課題を踏ま

え,大規模な光ディスク応用システムとしてさらに発展させ

てし-く考えである｡

(1)遠隔地サポートの強化

現在,本システムではオンライン検索端末からのファクシ

ミリ転送機能を使って遠隔地へのサービスを行っているが,

ファクシミリ出力は大量の出力には不向きであること,印刷

品質面でも劣るため,今後はHITFILE回線中継装置を導入

し,遠隔地のHITFILEと中央のHITFILEファイルステーシ

ョンとを接続し,遠隔地からも中央のHITFILEの情報を検索

できるシステムを考えている｡

(2)システムOAとのサービスの切り分け

日立製作所情報システム開発本部では,HITFILEを利用し

た技術資料検索システムのほかに,システムOA製品(HOAP_

SERV)を使った技術資料検索システムがあr),現状では一部

の技術資料が重複して電子化されている｡資料そのものの性

格(だれが,どういう目的で作り,どういう形で流通させるの

か,また電子化状況など)を考慮し,画像情報(HITFILE)に

するか,テキスト情報(システムOA)にするかを決め,資料の

46

データベース化している｡また,

徹底した再利用を図りたいと考えている｡

(3)電子化対象資料の拡大

前記(2)と関連するが,まだ電子化されて資料も一部残って

いる｡これらの電子化されていない資料の電子化によって利

用推進を考えている｡

包 括 吉

日立製作所情報システム開発本部での技術資料検索システ

ムは,技術情報有効利用のための第一歩を踏み出した｡本シ

ステムによって,これまでに分散し,探すことの困難であっ

た各種技術資料の中から,｢必要な情報を,必要なときに+,

｢短時間に,容易に+検索し,提供することを可能にした｡し

かし,バックアップ方法や遠隔地に対する提供方法など,運

用面,利用面から見て改善すべき点は多々ある｡

今後,本システムで得た成果を踏まえ,より広範囲で迅速

な技術情報の収集と,よりタイムリーな情報提供ができるシ

ステムを目指し,システムを順次拡充するとともに適用の拡

大を図っていく考えである｡
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